
届出日は、必ず記入して

ください。

※提出日当日を記入する。

提出日時点の住所を記入

してください。

※住所の異動や世帯の変

更などは、離婚届とは別

に手続きが必要です。

署名は本人が記入してください。

押印は任意ですが、シャチハタ等のゴム印

は使用できません。

証人は協議離婚の場合に

必要です。

婚姻する当事者以外で、

成人(１８歳以上)の方に

記入してもらいます。

必ず２名必要です。

◎ 市役所の閉庁日(土日祝日等)に提出した場合、翌開庁日に

届出内容の確認をします。

場合によっては再度窓口にお越しいただくことがあります。

あらかじめご了承ください。

◎ 窓口にお越しの際は、本人確認をさせていただきます。

マイナンバーカードや運転免許証、パスポートなどの

本人確認書類をお持ちください。

◎ 修正液は使用できません。

書き間違えた場合は署名欄に押印し、同じ印鑑で訂正印を

押して下さい。

◎ 消せるボールペンは使用しないでください。

◎ 記載例は一例です。書き方や内容についてのお問い合わせは

【袖ケ浦市役所市民課 0438-62-2970】まで

※平日8:30～17:15

【離婚届 記載例】

届出人

①協議離婚の場合……夫と妻

②裁判や調定離婚の場合……申立人のみ

※添付書類が必要です。ご注意ください。

婚姻の際に氏が変わった方(夫、妻のどちらか)は、離婚後の戸籍について次の中から選べます。

①婚姻前の氏に戻り、婚姻前のもとの戸籍にもどる。

②婚姻前の氏に戻り、自分で新しい戸籍をつくる。(自分が筆頭者になる)

③婚姻中の氏を引き続き使い、自分で新しい戸籍をつくる。(自分が筆頭者になる)

※この場合はこの欄に何も書かないでください。離婚届とは別の届出が必要です。(戸籍法第77条の2の届)

【未成年の子の親権について】R8.4.1～
夫妻の間に未成年の子がいる場合は、子どもの親権について夫妻で協議し、

次の中から選べます。

①離婚後も父母双方が親権を行う（共同親権）

②父または母のどちらか一方のみが親権を行う（単独親権）

子どもが複数人いる場合は、それぞれに共同親権か単独親権か決めて、

その子の氏名をあてはまる欄に記入してください。
※離婚届の提出時に親権者について審判や調停の申立てをしている場合はその子の氏名を

「親権者の指定を求める家事審判又は家事調停の申立てがされている子」欄に記入してください。

親権者の取決めについて、

夫妻が理解し、合意して

いることを確認する

欄です。

必ず夫妻それぞれ本人が

内容を読んでチェックを

書き入れてください。


